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い な の 生 育

雄 幸・佐 藤  馨

1 は じ め に

「めんこいなJl)は 平成11年 (1999年)に奨励品種に採
用された良食味多収品種である。「あきたこまちJに比べ

て短緯で耐倒伏性が強いが,有効茎歩合が低下しやすい特
性を持っている。ここでは「めんこいなJの普及拡大に向
けた生育中期の技術対策として,こ れまでの栽培結果に基

づいて,660kg/10a水 準を目標とする生育・ 栄養診断の

基準となる目標値について検討した。

2試 験 方 法

(1)品種 :めんこいな (秋田59号 )

2)用いた試験データ
①作柄解析試験20例 :日農業試験場圃場16例,平鹿試験

地 4例。栽植密度は222～ 256株/ご。基肥窒素量は農試
7 kg/10a,平 鹿試験地 5聴 /10a。 追肥は幼穂形成期,減

数分裂期の単独及び組み合わせによる。

②普及センター技術実証展示圃24例 ;試験場所は県内12

ケ所。栽培様式は農家慣行法による。

13)解析に用いた生育調査データ :6月 10日 ,6月 25日 ,

7月 5日 ,7月 15日 ,7月 25日 を基準日に調査 した草丈 ,

r当たりの茎数 (以下,茎鋤 .葉緑素計値 (SPAD502値 )。

さらに乾物重,窒素含有率 (ケ ルダール法)に基づいて ,
窒素吸収量.生育診断値 (草丈×茎数×101),栄養診断値

(草丈×茎数X葉緑素計値×10`)を算出した。収量及び収
量構成要素は 成熟期の坪刈り収量を用いた。

3 試験結果及び考察

(1)時期別の生育量

6月 25日 (9葉期頃)の生育は,草丈は40m茎数は648
本.葉緑素計値は418,葉齢は89葉であった。 7月 5日
(10葉期頃)の生育は 草丈は50 8cm 茎数は693本 .葉緑
素計値は393.葉齢は101葉であった。 7月 15日 (11葉 期

頃)の生育は,草丈は60 5cn,茎 数は656本 ,葉緑素計値は

362,葉齢は113葉であった。平成11年 は,生育初期から

高温に経過し分げつ発生が多かったことから,6月 25日 の
10a当たり窒素吸収量は3 6kgと 多かったが, 7月 5日 は

5 0kg,7月 15日 は6 1kgであった (表 1)。

② 生育診断値と時期別の乾物重の関係

栄 養 診 断

子   潤*

日 (0878・ '),7月 16日 (0814'‐ )の各生育時期にお
いて高い正の相関関係が認められ,生育診断値から時期別
の乾物重が予測できるとみられた (表 2)。

(3)栄養診断値と窒素吸収量の関係

栄養診断値と窒素吸収量は, 6月 25日 (0856・
~), 7

月5日 (0837~・ ),7月 15日 (0590・ …)の各生育時期
において正の相関関係が認められ,栄養診断値による窒素

吸収量の予測が可能であらた。 7月 15日 (H葉期頃)の相
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茎数 (為/♂)   648 888 298
葉緑素計値     418460379
葉数        89 99 80
鮨物重(g/ピ)  130 184 31
窒素吸収量(g/ぱ) 36 53 11
生育診断値・     26 37 98
栄養診断植ハ    11 15 05

593 892 490 656 "9 446

093 451 352 362 417 303
10 1  108  94  11 3 11 9 104

251 ●5 90 442 598 253
50 68 28 61 94 42
35 45 21  10 53 27
14 18 09  14 20 09

注 n-31
1)草丈×茎数×104
2)草丈×茎数×葉緑素計値 X106

表 2 時期別の生育診断値と乾物重及び栄養診断値と
窒素吸収量との相関係数

穂数 (本/“ )

乾物重     0910'…   0878'~  0814…・
栄養診断値と ~               ~~
窒素吸収量   0866・・・  0837・ ~  0590'¨

注 n-31

表3 成熟期における。収量構成要素と日標値

6/25   7/5   7/15

465    535    389    480

玄米収量 (kg/a)  643 728 565  660
登熱歩合 (%)
総1/J数 (千粒/ピ)  344 430 271  350
-穂籾数 (粒/穂)  731 728 619  750
千粒重 (g)
窒素吸収量 (g/ピ )

798   924   647    800

234   24 2   226    235
12 1    162     9 1    12 0

生育診断値と乾物重には 6月 25日 (091~・ ), 7月 5   注 n-44
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表 1 時期別生育量

583 432 606 679 522
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図 2 10葉期の生育診断と管理技術

9葉期の生育診断と管理技術
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図 3 11葉期の生育・栄養診断と管理技術

関係数の低下は,幼穂の分化や分げつの無効化等により圃

場間や個体間のバラツキが大きくなったためと推察された。

に)収量と収量構成要素
解析に用いた生育と収量データの平均値は,稗長は75 4col

で倒伏はみられていなt、 ピ当たり穂数は465本 ,10a当

たり収量は643kgで あった。登熱歩合は798%,籾数は344

千粒/r,一穂籾数は731粒 .成熟期の10a窒素吸収量は
12 1kgで あった (表 3)。 この結果,日標収量660kg/10a

に対する収量構成要素としては,総籾数を35千粒/r,登
熟歩合80%,千粒重235g,一穂籾数75粒 として,こ の生

育量に近似する窒素吸収量を基にFl標生育量を決定して ,

生育・栄養診断の基準を策定した。

0 生育・栄養診断 (暫定)と管理技術対策
9葉期 (有効茎決定期頃)では,草丈40cm,茎数は470

本/耐 .生育診断値は19X101葉緑素計値は44を 日標と
して I型からⅥ型まで生育型を設定した。同様に10葉期

(最高分げつ期頃)では,卓丈50cm,茎数700本 /ぽ ,生育

診断値は35× 10て ,葉緑素計値は44を目標として I型から

Ⅵ型まで生育型を設定した。 9葉期から10葉期にかけての

管理技術としては,中千じと水管理技術が主体である。 11

葉期 (幼穂形成期頃)では,車丈60cm,茎数650本 /ピ ,

生育診断値は39× 10',葉緑素計値は38.栄養診断値は15

×10`を 目標として I型からⅥ型まで生育型を設定した。

この時期は,籾数の確保に窒素吸収量が最も影響すること

から,日標収量に近づけるために栽培法や土壌型を考慮し

て時期別の追肥量を決定する (図 1,図 2,図 3)。

4 ま  と  め

(1)「めんこいなJの 目標収量を660kgと して,生育中

期の目標生育量に基づいて,I型からⅥ型に生育型を設定

し 9葉期の幼穂形成期頃,10葉期の最高分げつ期頃では

生育診断,11葉期の幼穂形成期頃では生育・栄養診断を策

定した。

佗)「めんこいなJの生育中期の栽培管理は、栽培法や

地域性を考慮しながら 有効茎歩合を高めるために策定 し
た生育・栄養診断に基づいて実施する。
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